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企画プログラム 

 

会長講演  

10 月 19 日(金) 9:30～10:15 第１会場 

座長：水澤 英洋（国立精神・神経医療研究センター 理事長） 

C-1 次世代につなぐ脳炎の研究 

 亀井 聡（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 主任教授） 

 

特別講演  

10 月 19 日(金) 11:20～12:10 第１会場 

座長：亀井 聡（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 主任教授） 

SP-1 プリオン病の現状と展望 

 水澤 英洋（国立精神・神経医療研究センター 理事長） 

 

シンポジウム１ 神経感染症の最近の動向 

10 月 19 日(金) 14:50～16:00 第２会場 

座長：髙嶋 博（鹿児島大学医歯学域医学系医歯学総合研究科先進治療科学専攻神経病学講座 教授） 

座長：山野 嘉久（聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター 教授） 

SY1-1 HTLV-1関連脊髄症（HAM）の新たな診療ガイドライン構築 

 山野 嘉久（聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター 教授） 

SY1-2 自己免疫性脳炎の新たな病態と治療指針 

 原 誠（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 助教） 

SY1-3 インフルエンザ脳症成人例の臨床像 

 森田 昭彦（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 准教授） 

 

シンポジウム２ 急性弛緩性麻痺の新たな動向 

10 月 20 日(土)  9:10～10:20 第１会場 

座長：河島 尚志（東京医科大学小児科学分野 教授） 

座長：細矢 光亮（福島県立医科大学小児科学講座 主任教授） 

SY2-1 急性弛緩性麻痺（AFP）サーベイランス 

 多屋 馨子（国立感染症研究所感染症疫学センター第三室 室長） 

SY2-2 急性弛緩性麻痺の診療ガイドラインの構築 

 細矢 光亮（福島県立医科大学小児科学講座 主任教授） 

SY2-3 エンテロウイルス D68流行期の急性弛緩性脊髄炎の臨床像と画像所見 

 奥村 彰久（愛知医科大学小児科学講座 教授） 

 



教育講演１ 

10 月 19 日(金) 13:20～14:00 第１会場 

座長：浜口 毅（金沢大学附属病院神経内科 講師） 

E-01 アミロイドーシスと感染症 ―アミロイドーシスの伝播を中心に－ 

 関島 良樹（信州大学 脳神経内科，リウマチ・膠原病内科 教授） 

 

教育講演２ 

10 月 19 日(金) 14:00～14:40 第１会場 

座長：小野 賢二郎（昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門 教授） 

E-02 異常蛋白質伝播で考えるアルツハイマー病、パーキンソン病、ALS 

 長谷川 成人（東京都医学総合研究所認知症・高次脳機能研究分野 参事） 

 

教育講演３ 

10 月 19 日(金) 14:50～15:30 第１会場 

座長：中川 正法（京都府立医科大学附属北部医療センター 病院長） 

E-03 単純ヘルペス脳炎の新たな動向 

 石川 晴美（国立病院機構埼玉病院脳神経・認知症センター 部長） 

 

教育講演４ 

10 月 19 日(金) 16:10～16:50 第２会場 

座長：吉川 哲史（藤田保健衛生大学医学部小児科学講座 教授） 

E-04 ワクチンによる小児細菌性髄膜炎の発症予防効果 

 菅 秀（国立病院機構三重病院小児科 副院長） 

 

教育講演５                 日本小児科学会小児科専門医 iii 小児科領域講習 

10 月 19 日(金) 17:00～18:00 第２会場 

座長：奥村 彰久（愛知医科大学小児科学講座 教授） 

E-05 ウイルス性中枢神経感染症の病理 

 長谷川 秀樹（国立感染症研究所感染病理部 部長） 

 

教育講演６                 日本小児科学会小児科専門医 iii 小児科領域講習 

10 月 20 日(土) 10:50～11:50 第１会場 

座長：水口 雅（東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻発達医科学分野 教授） 

E-06 小児急性脳炎・脳症の神経放射線診断 

 髙梨 潤一（東京女子医科大学八千代医療センター小児科 教授） 

 



教育講演７                 日本小児科学会小児科専門医 iii 小児科領域講習 

10 月 20 日(土) 14:00～15:00 第１会場 

座長：山中 岳（東京医科大学小児科学分野 准教授） 

E-07 小児における急性脳症と自己抗体関連疾患 

 藤井 克則（千葉大学大学院医学研究院小児病態学 講師） 

 

教育講演８ 

10 月 20 日(土)  9:10～ 9:50 第２会場 

座長：三浦 義治（がん・感染症センター都立駒込病院 脳神経内科） 

E-08 プリオン病診療ガイドライン 2017と今後の課題 

 山田 正仁（金沢大学 大学院医薬保健学総合研究科 脳老化・神経病態学 教授） 

 

教育講演９ 

10 月 20 日(土) 10:00～10:40 第２会場 

座長：雪竹 基弘（高木病院神経内科 部長） 

E-09 HIV感染に伴う神経合併症 

 三浦 義治（がん・感染症センター都立駒込病院脳神経内科） 

 

教育講演１０ 

10 月 20 日(土) 10:50～11:30 第２会場 

座長：原 誠（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 助教） 

E-10 自己免疫性辺縁系脳炎におけるリツキシマブ治療 

 海田 賢一（防衛医科大学校内科学（神経・抗加齢血管） 准教授） 

 

 

 

市民公開講座 抗 NMDA 受容体脳炎を考える 

10 月 20 日(土) 15:30～17:00 第１会場 

座長：中嶋 秀人（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 准教授） 

PL-1 抗 NMDA受容体脳炎に罹患した患者家族の思い 

 片岡 美佐江（抗 NMDA受容体脳炎患者会 会長） 

PL-2 抗 NMDA受容体脳炎-患者らへの取材から感じた課題 

 照山 哲史（毎日新聞東京本社 紙面審査委員会 委員） 

PL-3 抗 NMDA受容体脳炎-この疾患と向き合った人生 

 亀井 聡（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 主任教授） 

  



ランチョンセミナー１ 

10 月 19 日(金) 12:20～13:10 第３会場 

座長：関島 良樹（信州大学医学部 脳神経内科、リウマチ・膠原病内科 教授） 

LS1-1 ファブリー病の疼痛と無汗 

 中里 良彦（埼玉医科大学神経内科 准教授） 

LS1-2 ファブリー病の診断と治療 

 小林 博司（東京慈恵会医科大学総合医科学研究センター 遺伝子治療研究部/小児科 准教授） 

共催：大日本住友製薬株式会社 

 

ランチョンセミナー２ 

10 月 19 日(金) 12:20～13:10 第４会場 

座長：髙嶋 博（鹿児島大学医歯学域医学系医歯学総合研究科先進治療科学専攻神経病学講座 教授） 

LS2 多発性硬化症とウイルス感染症 

 中嶋 秀人（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 准教授） 

共催：田辺三菱製薬株式会社 

 

 

ランチョンセミナー３ 

10 月 20 日(土) 12:00～12:50 第３会場 

座長：楠原 浩一（産業医科大学小児科学 教授） 

LS3 乳児ワクチンのインパクトと接種意義 

 森岡 一朗（日本大学医学部 小児科学系小児科学分野 主任教授） 

共催：第一三共株式会社 

 

ランチョンセミナー４ 

10 月 20 日(土) 12:00～12:50 第４会場 

座長：山田 正仁（金沢大学 大学院医薬保健学総合研究所 脳老化・神経病態学 教授） 

LS4-1 全身型重症筋無力症治療の最前線 

 村井 弘之（国際医療福祉大学医学部神経内科学 主任教授） 

LS4-2 抗補体薬ソリリス治療における留意点 -髄膜炎菌感染症リスク対策- 

 中嶋 秀人（日本大学医学部内科学系神経内科学分野 准教授） 

共催：アレクシオンファーマ合同会社 

 


